
自動運転に対するトヨタの考え方

人とクルマが、同じ目的を目指し、
ある時は見守り、ある時は助け合う、
気持ちが通った仲間の関係を築く
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自動運転技術の可能性

・パーソナル公共交通機関

・カーシェア＋無人回送で利便性向上

・公共交通未発達地域での

ドライバレス移動手段

・高齢者のラストワンマイル

・夜間へシフト、輸送力UP

・ドライバ不足対策

・オンデマンド配送

・環境負荷低減

モビリティを大きく変える可能性を秘めている

・自動運転車から集めた情報を
活用した新サービス 移動の快適化

時間を買う
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e-Palette Concept

• MaaS専用 次世代EVプラットフォーム
• 複数のバリエーションをもつ車両によるサービスの最適化
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MaaS自動運転の構成

車両の自動運転技術だけでなくそれ以外の技術も必要

①自動運転キット

走行管理
遠隔操作
遠隔運転

車両・キットの
各種情報

③MaaS専用車両

⑤運行管理
センター

②車両制御インタフェース D

C

M

自動運転に関する
モビリティーサービス

④MSPF
Mobility Service Platform
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Connected技術

車



将来の自動運転とインフラ

運行管理センター

インフラと連携し「より良いサービス」を提供

故障時の対応
サービス会社が回収等

システム保守
サービス会社が毎日点検

先端の
センサ・通信機の

搭載

インフラとの
連携

遠隔監視・運行管理
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